










































































































































































































































































































































ニオ・クレー ガー 」の問題は（イブセンのエピロー グとともに）私の青年時代の論考のもっとも重








に，「イブセンの兄弟たち」としてあげられているのは，ボー ドレー ル，フロー ベー ル，グリルパル
ツァー，ショーペンハウアーである。
(62)Z"@.180ペー ジ
(63)Z"@.184-185ページ(Kdnyveklbsenr61[イブセンに関する書物],この書評はM"鱈"11月
16日号に掲載された。R.Franzの此γ肋"0/噌況"dlbse〃とSchmittJen6のIke""Is
丹ophe#の二著を対象としているが,前者を近いところから見すぎた職人的仕事として,後者を個々
のドラマの分析を伴わず遠くから見すぎているとして一蹴している｡代りに推奨すべきものとして，
イブセンの技術についてはP.エルンストの本,杼情についてはケルの劇評，生の諸問題については
O.ブラームのエッセイをあげている｡)
